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東
京
地
方
本
部
は
九
月
一
四
日
一
三
時
三
〇
分

か
ら
新
橋
交
通
ビ
ル
会
議
室
に
お
い
て
、
第
七
〇

回
定
期
地
方
大
会
を
開
催
し
た
。

　

大
会
議
長
に
は
中
山
代
議
員
（
新
橋
支
部
）、

副
議
長
に
は
大
野
代
議
員
（
八
王
子
地
区
本
部
）

を
選
出
し
、
大
会
が
始
ま
り
、
続
く
委
員
長
あ
い

さ
つ
で
鎌
田
委
員
長
は
、
組
織
強
化
・
拡
大
、
安

全
・
安
定
輸
送
、
労
働
条
件
の
改
善
、
政
治
や
民

主
主
義
、
労
働
法
制
や
平
和
の
問
題
を
中
心
に
あ

い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　

来
賓
に
は
東
京
交
運
労
協
・
高
橋
議
長
を
は
じ

め
、
多
く
の
方
が
見
え
ら
れ
、
平
和
と
民
主
主
義

 　

神
奈
川
地
区
本
部
武
蔵
小
杉
駅
分
会
は
、
九
月

一
一
日
に
、
武
蔵
小
杉
駅
前
に
お
い
て
、
七
月
・
八

月
に
国
労
加
入
し
た
、
生
方
光
さ
ん
、
髙
橋
颯
太

郎
さ
ん
、
髙
橋
和
希
さ
ん
の
歓
迎
会
を
行
い
、
分

会
や
地
区
本
部
か
ら
多
く
の
仲
間
が
か
け
つ
け
た
。

　

歓
迎
会
は
西
尾
分
会
書
記
長
の
司
会
で
始
ま

り
、最
初
に
東
京
地
本
・
常
盤
教
宣
部
長
か
ら
「
Ｊ

Ｒ
採
用
の
仲
間
は
、
東
日
本
本
部
で
一
〇
〇
名
、

東
京
地
本
で
五
〇
名
い
る
。
仲
間
を
増
や
し
、
あ

わ
せ
て
職
場
の
労
働
条
件
を
良
く
し
て
い
く
た
め

に
、
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」
な
ど

の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
国
労
バ
ッ
チ
・
組
合
員
証
・

手
帳
が
贈
呈
さ
れ
た
。
続
い
て
神
奈
川
地
区
本

部
・
長
瀬
委
員
長
か
ら
「
先
日
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
女

性
社
員
か
ら
、『
結
婚
し
妊
娠
し
て
軽
減
勤
務
・

日
勤
勤
務
を
希
望
し
た
が
、
そ
れ
は
Ｊ
Ｒ
の
就

業
規
則
で
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
に
そ
ん
な
も
の
は
な
い
と

言
わ
れ
た
』
と
相
談
が
あ
っ
た
の
で
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ

Ｓ
の
就
業
規
則
を
説
明
し
て
あ
げ
た
。
そ
の
後

再
度
管
区
長
に
要
請
し
、
日
勤
勤
務
を
認
め
ら

れ
た
。
き
ち
ん
と
勉
強
し
て
い
る
人
が
い
な
い

と
会
社
に
だ
ま
さ
れ
る
。
不
安
な
点
・
不
満
な

点
が
あ
っ
た
ら
ぜ
ひ
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。
一
緒

に
労
働
条
件
を
良
く
し
て
い
こ
う
」
な
ど
の
あ

い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　

乾
杯
の
あ
と
、
参
加
し
た
三
名
の
青
年
部
か
ら

あ
い
さ
つ
が
さ
れ
た
。
東
日
本
本
部
青
年
部
・
木

村
書
記
長
か
ら
「
先
に
加
入
し
た
竹
内
さ
ん
が
積

極
的
に
動
い
て
加
入
に
繋
が
っ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
若
い
人
が
若
い
人
を
呼
ぶ
い
い
流

れ
が
で
き
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
あ
い
さ
つ
の
あ

と
、
東
日
本
本
部
青
年
部
・
和
賀
常
任
委
員
と
、

元
武
蔵
小
杉
駅
分
会
で
現
在
は
秋
葉
原
駅
分
会
の

白
濱
さ
ん
か
ら
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
た
。

　

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
あ
と
、
加
入
し
た
三

人
か
ら
決
意
表
明
が
さ
れ
、生
方
さ
ん
か
ら
は「
既

に
先
日
東
日
本
本
部
の
ゴ
ル
フ
に
誘
っ
て
も
ら
っ

た
。
仕
事
も
組
合
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」、
高

橋
和
希
さ
ん
か
ら
も
「
仕
事
も
組
合
も
頑
張
り
ま

す
。
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
教
え
て
く
だ

さ
い
」、
髙
橋
颯
太
郎
さ
ん
か
ら
は
「
こ
れ
ま
で

ス
ー
パ
ー
で
働
い
て
い
て
中
途
採
用
で
す
。
名
ば

か
り
の
組
合
が
あ
っ
た
が
、
Ｊ
Ｒ
に
は
活
動
し
て

い
る
組
合
が
あ
っ
て
う
れ
し
く
な
り
ま
す
」
な
ど

の
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
、
最
後
に
全
体
で
記
念
撮
影

を
行
い
、
楽
し
い
歓
迎
会
が
終
了
し
た
。

の
問
題
や
、
政
治
的
課
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
連

帯
の
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
た
。
上
部
機
関
か
ら

も
、
国
労
本
部
、
東
日
本
本
部
か
ら
多
く
の
役

員
が
見
え
ら
れ
、
代
表
し
国
労
東
日
本
本
部
大

沼
委
員
長
か
ら
、
東
日
本
本
部
の
取
り
組
み

や
、
今
後
の
国
労
運
動
の
考
え
方
な
ど
が
報
告

さ
れ
た
。
国
労
東
京
議
員
団
か
ら
は
三
名
が
来

賓
に
見
え
、代
表
し
て
青
山
団
長
（
昭
島
市
議
）

が
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。
弁
護
団
報
告
で
は
、

顧
問
弁
護
士
の
髙
木
先
生
が
見
え
ら
れ
報
告
を

い
た
だ
い
た
。

　

大
会
延
期
承
認
が
さ
れ
、
石
井
書
記
長
か
ら

れ
、
組
織
拡
大
や
職
場
労
働
条
件
改
善
に
関
す
る

取
り
組
み
、
平
和
運
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
や
上
部
機
関
に
対
す
る
要
望
な
ど
が
報
告
さ

れ
、
一
七
時
三
〇
分
に
一
旦
休
会
と
な
っ
た
。

二
日
目
は
九
時
三
〇
分
に
議
事
が
再
開
さ
れ
、

一
三
人
の
代
議
員
か
ら
発
言
が
あ
り
、
書
記
長
集

約
を
も
っ
て
、
二
〇
一
九
年
度
の
闘
争
方
針
が
確

立
し
た
。（
代
議
員
の
発
言
や
書
記
長
集
約
の
要

旨
は
、
次
号
に
掲
載
予
定
）

昼
食
休
憩
を
挟
ん
で
、
組
織
拡
大
表
彰
が
行

わ
れ
、
神
奈
川
地
区
本
部
、
新
鶴
見
機
関
区
分
会
、

武
蔵
小
杉
駅
分
会
、
黒
磯
機
関
区
分
会
が
そ
れ
ぞ

れ
表
彰
を
受
け
た
。

　

二
〇
一
九
年
度
予
算
案
の
提
案
で
は
、
組
合
員

の
減
少
に
よ
り
、
従
来
の
よ
う
な
予
算
が
組
め

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
事
が
報
告
さ
れ
、
緊
縮

財
政
を
求
め
る
一
方
、
こ
こ
で
も
組
織
拡
大
が

強
く
訴
え
ら
れ
た
。

　

ス
ト
ラ
イ
キ
に
対
す
る
一
票
投
票
が
行
わ

れ
、
ス
ト
ラ
イ
キ
権
が
確
立
、
選
管
か
ら
新
役

員
・
地
方
委
員
が
発
表
さ
れ
、
新
旧
役
員
か
ら

あ
い
さ
つ
が
さ
れ
た
。
特
別
決
議
二
本
と
大
会

宣
言
が
承
認
さ
れ
、
最
後
に
鎌
田
委
員
長
の
団

結
が
ん
ば
ろ
う
で
、
こ
れ
か
ら
の
一
年
間
東
京

地
方
本
部
の
全
組
合
員
が
組
織
拡
大
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
全
力
を
上
げ
て

ゆ
く
決
意
を
固
め
あ
っ
た
。

経
過
な
ら
び
に
経
過
報
告
・
新
年
度
方
針
が
提
案

さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
経
過
に
対
す
る
質
疑
が
四
名
の
代
議

員
か
ら
さ
れ
た
あ
と
、
田
中
財
政
部
長
か
ら
決
算

報
告
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。
続
い
て

方
針
に
対
す
る
討
論
が
五
名
の
代
議
員
か
ら
さ

東
京
交
運
労
協　
　
　
　
　

高
橋
議
長

東
京
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー　

桐
田
事
務
局
長

東
京
地
評　
　
　
　
　
　
　

松
森
事
務
局
長

東
京
全
労
協　
　
　
　
　
　

大
森
議
長

全
水
道
東
水
労　
　
　
　
　

寺
嶋
副
委
員
長

社
民
党
東
京
都
連
合　
　
　

羽
田
代
表

日
本
共
産
党　
　
　
　
　
　

吉
良
参
議
院
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

里
吉
都
議
会
議
員

中
央
ろ
う
き
ん
東
京
都
本
部
小
池
次
長

　
　
　
　
　
　

荒
川
支
店　

黒
木
支
店
長

国
労
東
京
弁
護
団　
　
　
　

 

高
木
弁
護
士

国
労
東
京
議
員
団　

青
山
団
長　
（
昭
島
市
議
）

　
　
　
　
　
　
　
　

河
野
事
務
長
（
新
宿
区
議
）                        

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
池　

元
柏
市
議

鉄
道
退
職
者
会
東
京
地
連　

細
岡
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水
事
務
局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
之
内
事
務
局
次
長

勤
労
者
総
合
サ
ー
ビ
ス
企
業
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部
専
務
理
事

来
賓
に
見
え
ら
れ
た
み
な
さ
ま
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優勝　新橋 Aチーム

第
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組
織
強
化
・
拡
大

　
　
　
　
労
働
条
件
改
善
経
験
交
流
集
会

in
塩原

第
　
回 

野
球
大
会
決
勝
戦

　 
 

優
勝
は
新
橋
A
（
東
京
駅
）
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て
い
こ
う
。
職
場
代
表
者
選
出
選
挙
で
は
、
昨
年

を
上
回
る
数
の
国
労
組
合
員
が
指
名
さ
れ
た
。
職

場
の
実
態
に
こ
だ
わ
り
、
改
善
活
動
を
続
け
て
き

た
結
果
で
、
こ
の
取
り
組
み
が
組
織
強
化
・
拡
大

に
繋
が
る
。
こ
の
交
流
会
を
契
機
に
一
層
の
前
進

を
図
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

国
労
東
日
本
本
部
・
武
田
組
織
部
長
か
ら
、
東

日
本
本
部
の
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報

告
が
さ
れ
た
あ
と
、
職
場
代
表
者
選
出
選
挙
の
取

り
組
み
と
し
て
、
神
奈
川
地
区
本
部
・
粉
川
書
記

長
か
ら
は
、「
超
過
勤
務
が
多
い
石
川
町
駅
で
は
、

当
選
す
れ
ば
会
社
に
言
え
る
か
ら
立
候
補
し
よ
う

と
意
思
統
一
し
、
若
手
社
員
に
も
訴
え
て
当
選
を

勝
ち
取
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー

ビ
ス
の
四
駅
務
管
区
で
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
連
絡
会
で

交
流
・
意
思
統
一
し
立
候
補
。
四
管
区
全
て
で
国

労
組
合
員
が
代
表
者
に
な
っ
た
。
五
〇
名
以
上
い

る
三
管
区
で
は
安
全
衛
生
委
員
会
に
入
り
、
い
ろ

い
ろ
な
改
善
要
請
を
行
っ
て
い
る
」、
大
井
工
場

支
部
・
伊
東
書
記
長
か
ら
は
「
り
ん
か
い
線
車
両

や
構
内
整
備
を
行
っ
て
い
る
交
通
機
械
サ
ー
ビ
ス

八
潮
事
業
所
で
は
、
国
労
か
ら
も
立
候
補
し
当
選

し
た
。
社
員
全
員
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
休
憩
時

間
や
清
掃
時
間
、
冷
水
機
・
冷
風
機
の
要
望
な
ど

七
点
に
わ
た
っ
て
社
員
の
意
見
を
あ
げ
て
き
た
」

な
ど
の
報
告
が
さ
れ
た
。 

続
い
て
、
佐
藤
組
織
部

長
か
ら
、
地
本
か
ら
の
提
起
が
さ
れ
、
七
つ
の
分

散
会
に
わ
か
れ
、
職
場
で
の
取
り
組
み
な
ど
の
細

か
い
突
合
せ
が
行
わ
れ
た
。

二
日
目
は
昨
日
の
分
散
会
報
告
が
行
わ
れ
、

続
い
て
、
組
織
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
報
告

と
し
て
、
大
宮
地
区
本
部
・
金
谷
組
織
部
長
か

ら
は
「
黒
磯
機
関
区
の
加
入
で
は
『
新
人
事
賃

金
制
度
に
つ
い
て
、
他
労
組
の
役
員
は
何
も
答

え
て
く
れ
ず
不
安
に
な
っ
た
が
、
国
労
の
人
は

き
ち
ん
と
聞
き
、
答
え
て
く
れ
た
』
と
言
っ
て

国
労
に
加
入
し
た
。
地
区
本
部
組
織
拡
大
経
験

交
流
集
会
や
、
新
入
組
合
員
向
け
に
学
習
交
流

会
を
行
い
、
ま
た
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
交
流
会
な

ど
も
開
催
し
、
他
労
組
の
青
年
も
参
加
し
て
も

ら
い
、
不
満
を
聞
い
て
、
今
後
の
活
動
に
生
か

し
て
い
く
」、
上
野
支
部
・
東
組
織
部
長
か
ら
は
、

「
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
松
戸
駅
務
管
区
で
の
職
場
代
表

者
選
挙
で
は
、
全
社
員
に
国
労
の
職
場
改
善

を
訴
え
る
ビ
ラ
を
手
渡
し
し
て
、
圧
倒
的
な

支
持
を
得
て
当
選
し
た
。
労
働
者
ら
し
い
訴

え
が
で
き
る
、
こ
の
機
会
を
使
っ
て
い
こ
う
」

な
ど
の
報
告
が
さ
れ
た
。

若
手
組
合
員
か
ら
近
況
報
告
が
さ
れ
、
そ

の
中
で
「
Ｇ
Ｓ
五
年
で
雇
い
止
め
に
な
っ
て
、

一
年
フ
リ
ー
タ
ー
を
や
っ
た
が
、
そ
の
間
も

国
労
の
人
た
ち
は
気
に
か
け
て
く
れ
た
。
Ｊ

Ｒ
貨
物
に
中
途
採
用
で
入
り
、
国
労
に
加
入

し
た
」「
レ
ク
や
飲
み
会
に
来
て
く
れ
る
未
加

入
の
人
た
ち
が
い
る
。
ま
だ
ま
だ
国
労
に
信

頼
が
あ
る
。
一
人
で
も
多
く
の
人
に
国
労
の

魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
」「
他
労
組
の
若
手

と
、
き
っ
か
け
を
作
っ
て
飲
み
に
行
く
。
組

合
レ
ク
に
も
誘
っ
た
。
き
っ
か
け
は
小
さ
く

て
も
、
大
き
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
な
ど

の
た
く
さ
ん
の
発
言
が
あ
っ
た
。

集
会
の
最
後
に
、
石
井
書
記
長
の
「
今
回

は
職
場
代
表
者
選
挙
が
一
つ
の
議
題
に
な
っ

た
。
安
全
衛
生
委
員
に
も
な
り
、
若
手
の
声

を
聞
い
て
、
今
後
も
職
場
の
改
善
を
し
て
い

こ
う
。
若
手
も
拡
大
を
強
く
意
識
し
て
い
る
。

労
働
者
意
識
を
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

若
い
人
た
ち
と
一
歩
前
に
出
よ
う
」
な
ど
の

ま
と
め
で
集
会
は
終
了
し
た
。

　

東
京
地
方
本
部
は
九
月
一
日
〜
二
日
に
、
塩
原

温
泉
に
お
い
て
、「
第
二
七
回
組
織
強
化
・
拡
大
、

労
働
条
件
改
善
、経
験
交
流
集
会
」
を
開
催
し
た
。

　

集
会
の
最
初
に
鎌
田
委
員
長
は
「
私
た
ち
が
積

み
上
げ
て
き
た
、
職
場
改
善
活
動
、
技
術
継
承
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
信
頼
を
よ
り
強
化
し

　

東
京
地
方
本
部
は
、
九
月
四
日
一
一
時
か
ら
第

四
七
回
国
労
東
京
野
球
大
会
、
準
決
勝
・
決
勝
・

三
位
決
定
戦
を
大
井
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
野
球
場

で
開
催
し
た
。

　

準
決
勝
は
、
一
・
二
回
戦
を
勝
ち
抜
い
た
新
橋

支
部
Ａ
チ
ー
ム
（
東
京
駅
）
対
大
宮
地
区
本
部
チ

ー
ム
（
宇
都
宮
支
部
）、新
橋
支
部
Ｂ
チ
ー
ム
（
大

崎
駅
）
対
神
奈
川
地
区
本
部
Ｂ
チ
ー
ム
（
中
原
電

車
区
）
の
組
み
合
わ
せ
で
行
わ
れ
た
。

　

新
橋
Ａ
チ
ー
ム
対
大
宮
チ
ー
ム
の
準
決
勝
は
、

新
橋
Ａ
・
高
木
投
手
、
大
宮
・
藤
沢
投
手
の
投
げ

合
い
で
始
ま
っ
た
。
一
回
裏
に
新
橋
Ｂ
チ
ー
ム

は
、
満
塁
か
ら
二
遊
間
を
抜
い
て
二
点
、
そ
の
後

も
レ
フ
ト
オ
ー
バ
ー
の
ヒ
ッ
ト
な
ど
で
早
く
も
六

点
を
あ
げ
た
。
大
宮
チ
ー
ム
は
三
回
表
に
二
点
を

返
し
た
が
、
そ
の
裏
に
新
橋
Ｂ
チ
ー
ム
が
二
ラ
ン

ホ
ー
ム
ラ
ン
な
ど
で
三
点
を
入
れ
、
試
合
を
決
定

づ
け
、
一
一
対
二
で
決
勝
に
進
出
し
た
。

　

新
橋
Ｂ
チ
ー
ム
対
神
奈
川
Ｂ
チ
ー
ム
の
試
合

は
、
新
橋
Ｂ
・
奥
山
投
手
、
神
奈
川
Ｂ
・
横
井
投

手
の
投
げ
合
い
で
始
ま
っ
た
。
神
奈
川
Ｂ
チ
ー
ム

は
、
二
回
裏
に
満
塁
か
ら
ラ
イ
ト
前
ヒ
ッ
ト
で
一

気
に
三
点
を
上
げ
る
な
ど
、
六
点
を
先
取
。
三

回
裏
に
も
三
連
続
二
塁
打
な
ど
で
四
点
を
上
げ
、

一
四
対
一
で
快
勝
し
た
。

　

三
位
決
定
戦
の
大
宮
チ
ー
ム
対
新
橋
Ｂ
チ
ー
ム

の
試
合
は
、
大
宮
・
藤
沢
投
手
、
新
橋
Ｂ
・
奥
山

投
手
の
投
げ
合
い
に
な
っ
た
。
三
回
裏
に
新
橋
Ｂ

チ
ー
ム
は
、
レ
フ
ト
前
ヒ
ッ
ト
、
左
中
間
ヒ
ッ
ト

な
ど
で
三
点
を
上
げ
、
四
対
〇
と
リ
ー
ド
し
た

が
、
大
宮
チ
ー
ム
は
四
回
表
に
五
点
、
五
回
表
に

も
藤
沢
選
手
の
左
中
間
二
塁
打
な
ど
で
三
点
を
あ

げ
、
八
対
五
で
大
宮
チ
ー
ム
が
三
位
と
な
っ
た
。

　

決
勝
戦
は
、
神
奈
川
Ｂ
チ
ー
ム
対
新
橋
Ａ
チ
ー

ム
と
な
り
、
神
奈
川
Ｂ
・
田
中
投
手
、
新
橋
Ａ
・

才
田
投
手
の
投
げ
合
い
と
な
っ
た
。
一
回
表
に
神

奈
川
Ｂ
チ
ー
ム
は
、
三
塁
に
ラ
ン
ナ
ー
を
お
い

て
、
中
飛
か
ら
の
タ
ッ
チ
ア
ッ
プ
で
ま
ず
一
点
を

先
取
し
た
。
二
回
表
に
も
四
点
を
追
加
し
た
が
、

三
回
裏
に
新
橋
Ａ
チ
ー
ム
は
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
ま

ず
一
点
を
返
し
、
三
振
振
り
逃
げ
で
一
点
、
有
里

選
手
の
ラ
イ
ト
オ
ー
バ
ー
ヒ
ッ
ト
で
さ
ら
に
一
点

を
追
加
し
た
。
四
回
表
に
は
神
奈
川
Ｂ
チ
ー
ム

が
、
三
塁
か
ら
大
き
な
レ
フ
ト
フ
ラ
イ
か
ら
の
タ

ッ
チ
ア
ッ
プ
で
、
レ
フ
ト
か
ら
の
返
球
を
三
塁
手

が
中
継
し
、
本
塁
で
ア
ウ
ト
に
と
り
、
試
合
を
大

き
く
盛
り
上
げ
た
。
そ
の
後
、
五
回
裏
に
新
橋
Ａ

チ
ー
ム
は
、
満
塁
か
ら
レ
フ
ト
オ
ー
バ
ー
ヒ
ッ
ト

で
一
点
、
ラ
イ
ト
線
二
塁
打
で
二
点
な
ど
四
点
を

返
し
て
勝
ち
越
し
た
。
決
勝
は
九
対
五
で
新
橋
Ａ

チ
ー
ム
の
も
の
と
な
り
、
昨
年
優
勝
の
神
奈
川
Ｂ

 

チ
ー
ム
に
競
り
勝
ち
雪
辱
を
果
た
し
、
第
四
七
回

野
球
大
会
の
有
終
の
美
を
飾
っ
た
。


